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LIVE視聴配信 PCまたはモバイル端末で視聴できます。本セミナーの視聴方法は、裏面をご覧ください。
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大腸癌に対する外科治療は、手術術式と医療機器の進歩により、腫瘍学的根治と患者のQOL向上を実現してきた。
2018年に直腸癌に対するロボット手術が保険収載されて以降、本邦においても急速に普及しつつある。
NCDデータの解析では、出血量・在院日数などの点でロボット手術が腹腔鏡より優れている結果が得られた。
また2022年より、結腸癌に対するロボット手術が保険収載され、結腸癌においてもロボット手術が増える可能性が
ある。しかし、腸閉塞発生を含めた長期成績については未だ明らかでなく、ロボット手術が急速に広がりを見せて
いる現在においても、術後合併症予防は重要と考えられる。
本講演では、大腸癌に対する手術アプローチの現状について概説すると共に、術後合併症予防の方向性について
議論したい。
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